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＜連絡事項＞

・4月19日、20日、21日西病棟JGM不在の為、庶務へ日用品の決済をお願いしています。
・下半期嗜好調査を3月20日（土）実施予定としています。

・症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。

日時　3月23日（火）　13：30～

場所　病院2Ｆ　会議室
みんなの共有→SW室→症例検討会議→2009→PPT→症例100323

みんなの共有→委員会→行動制限最小化委員会→PPT→行動制限100323

　　　　生駒　哮様　→　及川Ｎｓ

　　　　古舘　正行様　→　東

　　　　菅井　浩子様　→　白川Ｎｓ

　　　　岡田　石子様　→　星Ｎｓ

　　　　大橋　照子様　→　星Ｎｓ

　　　　中森　みや子様　→　宮澤ＪＧＭ

　忘れずに入力お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・市川　真紀子様～本日家族様へ電話連絡し、妄想様発言が無い事伝えています。明日からの外出は予定通り行う事としています。

・木村　忠史様～来週の予定となっていた当院歯科受診ですが、本日受診可能との事で、本日歯科受診する予定となっています。

・古舘　正行様～すでに歯が抜けてしまった為、歯科受診はしないとの本人様の希望聞かれ、キャンセルしています。

・佐々木　淳様～御家族へ連絡したところ、4/1の室岡整形外科受診もご家族の付き添いは出来ないとの事で、スタッフ付き添いとなる予定です。外出届は記載し、Drファイルに入れてあります。又、本日シャワー浴実施しています。次回、月曜日にシャワー浴実施していきましょう。

　　　　　　　　作業棟より本人様の計算ファイルを病棟へ持ってきています。作業時間中、病棟で実施するようにしていきましょう。

・横山　耕生様～生活リズムが安定し、夜間の睡眠が摂れるようになり次第、外泊訓練を実施していき、退院へ向けていく方針である事、御家族へ伝えるよう主治医より指示があり、電話連絡していますが、繋がっていません。引き続き、電話連絡お願いします。

・澤口　直美様～先日、他者のジュース・ヨーグルトを食べてしまった件について、弁償していただく事としています。御家族へ電話連絡していきます。

・岡田　石子様～介護認定の件で、御家族へ電話連絡しています。4月の来院時に介護申請していく事としています。

・間木　静子様～本日、オバホルモン注（筋注）実施しています。本日で注射処置は終了となります。顔面の湿疹について診察して頂いていますが、皮膚科で治療してもらうよう指示があり、来週3/23(火)皮膚科診察後の結果を電話で報告するよう指示が出ています。

又、退院後は外来時に「腰や手足が冷えやすい」「息切れ・動悸がする」「くよくよしたり憂うつになる事がある」の3点について有無を確認し、小坂Drへ電話で報告するよう指示が出ています。

・舘　ひろ子様～昨日から開始となっている第2期のプログラムですが、盛田CPより病棟当てにメールで添付してありますので、プログラムの際は、確認して実施するようにしましょう。来週月曜日に主治医へ確認していく予定です。

・宮　陽子様～本人様より退院の方向でいきたいと希望聞かれています。御家族へ意向の確認をしていく必要がある為、電話連絡していく事としています。

＜中森　みや子様面談状況＞

弟様来院し、退院について、主治医・PSW・病棟看護師にて面談実施しています。

<本人>

· 5/23頃の退院を希望。

· 退院後は家事を中心に自宅で過ごしていきたい。

· 1回/2週の外来通院と、家事以外の過ごし方のイメージは出来ていない。

· 食事だって、交通機関の利用だって、何でも出来ますと話している。

· サービス（社会資源）の利用については、干渉されたくないから、いらないと話す。

<弟様>

· 月～土曜日までは仕事、日曜日は休み。

· ちょくちょく見に行く事は出来る。実家の周りに畑があって、よく行っているとの事。

· 本人が入院してきた状況は知らない。

· 外泊等の訓練には協力する。

· 本人の退院希望日には同意している。

<住居>

· 2階建て。

· 一昨年まで弟様が住んでいた。

· ライフラインはすぐに通せるとの事。

· 浴室は壊れていて使用できない。町のお風呂を使用する予定。

· 南部町（元の名川町の山手の方）。八戸まで来るには、町のバスに乗って、剣吉駅で電車に乗り換えるか、南部バスに乗り換えする。町の停留所は家から1分ぐらいのところにある。

· 近くに買い物をするところはない。

· 近所はあるが、交流はほとんどなし。

· もともと住んでいた（入院前に住んでいた）ところではない。

入院前に住んでいたのは現在帰りたいと希望している家の隣の小屋。

<退院に向けて>

· まずは、外泊訓練を繰り返して、自宅での生活に困難はないか？通院に無理はないか？食事、掃除など身の回りの事がきちんと出来るか？訓練していく必要がある事伝える。

→弟様は、ライフラインを通して、準備していく事に同意される。ご本人様は、「そんなのしなくたって、退院してからゆっくりやれば大丈夫」と話している。最後は弟様に説得された形で外泊訓練をしていく事となる。4/10～4/11から外泊訓練開始予定。外泊訓練をしながら、退院前訪問指導も組み入れ、生活状況の確認、必要なサービス利用を考えていく。病棟では自己服薬管理も開始していく。

・状況的には自宅が不便なところにあり、本人の他者との関わりを望んでいない等、通院の継続とサービスの利用という点に問題あり、困難なケースであると思われる。

　　→病院近くのグループホームやアパート等で、生活状況の把握できる形での退院は大丈夫ではないかと思われる為、弟様へも説明する。

・弟様は、外泊させてみて、無理なようであれば、退院は伸ばす事も考えているとの事。

＜出河　攻様＞

措置解除の説明の為面談あり。3/31付け措置解除

　弟様は、措置解除になっても世間体を考え長く入院していて欲しいと希望される。

　本人は、ゆくゆくはグループホーム等の施設を利用したいと希望。

　主治医は、今後も病院と関係ある施設等での治療をしていったほうが良い事説明しています。本人、弟様共に今後について同意されています。

　弟様は今後スタッフ同伴での買い物等はしても良いと話されています。それ以外の外出については、その時に弟様と相談しき舞える事としています。

＜日常生活支援評価・検討＞

・林　田鶴子様～部屋移動に伴い、ベッド周囲が整理されている状態です。乱雑にならな　　　　　　　　　　　　　

いよう介入していきましょう。

・西川　和恵様～全面的に介助要しています。精神症状の伴い拒否も見られますが、出来　　

る限り行えるように介入続けていきましょう。

・佐々木　淳様～部屋移動にてベッド周囲や足元はキレイにしています。引き続き、保てるようにしていきましょう。　

※「幻覚・妄想状態の看護」の勉強会を実施しています。（資料添付）各自、確認してください。

